
審査順位 ５ 

抽 出 案 件 説 明 書 

部局（課）名 建設部 都市計画課 

工 事 名 

旧有馬商業高校解体工事(１工区) 

旧有馬商業高校解体工事(２工区) 

旧有馬商業高校解体工事(３工区) 

抽 出 委 員 岩本 公明 委員、中村 良治 委員 

抽 出 理 由 

・解体工事を３工区に分割した理由は何でしょうか。 

・いずれの工区も最低制限価格のランダム係数に関わらず、 

多くが失格になっています。理由は何でしょうか。 

・失格が多いのは何故か。（１８件が失格者） 

入 札 方 式 制限付一般競争入札 

起 工 理 由 
・旧有馬商業高校跡地を多目的運動広場として利用するため、 

解体工事を行う。 

工 事 概 要 

＜旧有馬商業高校解体工事(１工区)＞ 

校舎 A棟(2433 ㎡)、校舎 B棟(2160 ㎡)その他 2棟 

＜旧有馬商業高校解体工事(２工区)＞ 

 校舎 C棟(1337 ㎡)その他 6棟 

＜旧有馬商業高校解体工事(３工区)＞ 

 格技場(397 ㎡)その他 6棟 

入札参加資格 

＜旧有馬商業高校解体工事(１工区)＞ 

（建設業許可に関する条件） 

 建設業法第３条に基づく、解体工事又はとび・土工・コンクリ 

ート工事業に係る許可を有すること 

（営業所の所在地、格付等級等に関する条件） 

 市内に主たる営業所（本社）を有する者 

① 土木Ａ又は建築Ａ かつ 経過対象者（16 者） 

② 土木Ａ又は建築Ａ かつ 解体（5者） 

③ 経過措置対象者（完工高 85,000 千円以上）（3者） 

＜旧有馬商業高校解体工事(２工区)＞ 

（建設業許可に関する条件） 

 建設業法第３条に基づく、解体工事又はとび・土工・コンクリ 

ート工事業に係る許可を有すること 

（営業所の所在地、格付等級等に関する条件） 

 市内に主たる営業所（本社）を有する者 

① 土木Ａ又は建築Ａ かつ 経過対象者（16 者） 

② 土木Ａ又は建築Ａ かつ 解体（5者） 

③ 経過措置対象者（完工高 35,000 千円以上）（3者） 



＜旧有馬商業高校解体工事(３工区)＞ 

（建設業許可に関する条件） 

 建設業法第３条に基づく、解体工事又はとび・土工・コンクリ 

ート工事業に係る許可を有すること 

（営業所の所在地、格付等級等に関する条件） 

 市内に主たる営業所（本社）を有する者 

① 土木Ａ・Ｂ又は建築Ａ・Ｂ かつ 経過対象者（30者） 

② 土木Ａ・Ｂ又は建築Ａ・Ｂ かつ 解体（7者） 

③ 経過措置対象者（完工高 15,000 千円以上）（5者） 

入札参加資格 

設 定 の 経 緯 

理 由 

南島原市建設工事入札制度合理化対策要綱、南島原市建設工事 

一般競争入札実施要綱に基づき設定 

平成 31 年 2 月 5 日開催の南島原市競争参加資格委員会で上記 

の参加資格要件を決定 

入札参加者数 ＜旧有馬商業高校解体工事(１工区)＞ 22 者 

＜旧有馬商業高校解体工事(２工区)＞ 22 者 

＜旧有馬商業高校解体工事(３工区)＞ 32 者 

 

入 札 の 経 緯 

入札公告日  平成 31年 2 月 8 日 

開 札 日  平成 31年 3 月 7 日 

入 札 会 場  西有家庁舎（電子入札） 

入 札 結 果 

＜旧有馬商業高校解体工事(１工区)＞ 

予定価格（税抜き）    77,260,000 円 

最低制限価格（税抜き）  62,133,000 円 

落札額（税抜き）     62,519,000 円 

落札率          80.92％ 

最低制限価格に係る係数  1.00407322 

有効入札         21 者 

 

＜旧有馬商業高校解体工事(２工区)＞ 

予定価格（税抜き）    29,483,000 円 

最低制限価格（税抜き）  23,523,000 円 

落札額（税抜き）     23,553,000 円 

落札率          79.89％ 

最低制限価格に係る係数  0.99650345 

有効入札         21 者 

 

＜旧有馬商業高校解体工事(３工区)＞ 

予定価格（税抜き）    13,320,000 円 

最低制限価格（税抜き）  10,654,000 円 

落札額（税抜き）     10,660,000 円 

落札率          80.03％ 

最低制限価格に係る係数  0.99743844 

有効入札         30 者 


